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１．研 究 目 的 

ソーシャルワーク研究において、ステップファミリーの脆弱性や機能不全は古くて新し

い問題である。特にステップファミリー形成過程初期の「ひとり親とその交際相手から成

る継親子関係のある生活状況」は、当事者らが口外しない限り理解や把握は難しく、DV・

虐待等の問題が起きて初めて介入・支援に至ることも少なくない。しかし、ステップファ

ミリーとのソーシャルワーク研究は発展途上にあり、子どもにとって重要で潜在的にスト

レスの多いライフイベントであるひとり親家庭からステップファミリーへの移行をめぐる

研究の欠如こそ問題であるとの指摘もある（Todd M. Jensen, et al. 2017）。そこで本報告

では、ひとり親とその交際相手で形成されるステップファミリーの生活理解の視座への示

唆を得ることを目的に探索的検討を行ったので報告する。  

２．研究の視点および方法  

ステップファミリーの生活理解の視座をその脆弱性と家族レジリエンスの視点に置き、

ステップファミリー当事者を対象にスノーボールサンプリング手法による半構造化インタ

ビュー調査を 2024 年 1～3 月に実施した。録音データを逐語的に文字化し、SCAT（大谷

2007）の質的分析方法を参考に内容分析を行った。尚、調査協力を得た 5 家族 8 名の内、

本研究目的に該当したのはひとり親世帯の実母１名とその交際相手１名であった。  

３．倫理的配慮  

本報告における引用・参考文献等については著作権保護に基づき、研究目的以外に使用

しないことを誓約するとともに社会福祉学会研究倫理規程を遵守する。また、調査につい

ては椙山女学園大学人間関係学部における人を対象とする研究に関する倫理審査内規に基

づく倫理審査の承認（41）を得た上で行っている。表記には人物が特定されないように、

イニシャルとは無関係なアルファベットを用いている。尚、本研究に関連して開示すべき

利益相反（COI）はない。  

４．研 究 結 果 

個別インタビュー調査の所要時間は、ひとり親家庭の女性（44 歳）が 80 分、その交際

相手の男性（40 歳）が 90 分であった。表１は調査結果の概要である。 
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表１ インタビュー調査結果の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．考 察 

 調査結果を通じて、定位家族から引き継ぐジェンダー規範と役割、未婚出産によるひと

り親家庭経験、ステップファミリーの発達段階や家族特性を背景としたパートナーや継親

子間の軋轢、子どもの不登校・中退等「交差性」から生じる高葛藤が確認できた。また婚

姻関係にないステップファミリーの場合より一層口外を避ける傾向があり当事者の孤立化

が懸念される。一方、交際相手が父親の責任や役割から解放され育ちを見守る継父の役割

へと移行し、構成員それぞれが家族の枠組みに囚われないライフスタイルを選択できたこ

とでサブシステム間の関係性が改善されたと考えられる。これまでステップファミリーの

脆弱性として語られていた曖昧な境界線をポジティブに捉え直すことで、心地よい距離間

の相互支援システムを創出する可能性が示唆された。  
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